
DOYU SHIGA Vol.501 （８）2026年3月DOYUshiga
VOL.501　2026年3月発行
一般社団法人 滋賀県中小企業家同友会 会報誌 ［同友しが］

同友会の三つの目的

同
友
遠
近

3
2026 March

2026. March　VOL.501 　2026年3月発行

発行責任者／代表理事　　永井茂一　　青栁孝幸
編集責任者／広報委員長　川邉和明

〒525-0059  草津市野路8丁目13-1  KE草津ビル1階　
TEL.077-561-5333  FAX.077-561-5334
E-mail: jimu@shiga.doyu.jp　URL  https://shiga.doyu.jp

発行所●一般社団法人 滋賀県中小企業家同友会

［同友しが］DOYUshiga

1. よい会社をめざす
2. よい経営者になろう
3. よい経営環境をめざす 理事会だより  ＜第11回理事会報告＞

●びわ湖かがやきカンパニー  株式会社淡海様･･････････ 2
●第34回滋賀県経営研究集会・2026年新春例会････････ 4
●2026年度 第1回次年度役員研修会･･････････････････････ 6

●ユニバーサル委員会 1月例会・青年部 2月例会･･･････ 7
●理事会だより・お知らせ･････････････････････････････････ 8
●2026年度役員候補者の推薦について･･･････････････････ 8

CONTENTS

2026年新春例会 盛況に行われる‼2026年新春例会 盛況に行われる‼

会員動向

● （福）あすこみっと（湖南支部会員企業）が
　 会員登録を城貴志さん（理事長）に変更されました。
● 今井美之さん（湖南支部所属）が会員登録企業と役職を
　 変更されました。　新社名：（同）Rico（リコ）　役職：代表
● 奥村 裕二さん（㈱オーテック工業 代表取締役社長 甲賀支部所属）
　 が取締役会長に就かれました。
● ㈱セブンズ（会員：原田 裕次郎さん 湖南支部所属）が
　 会社名を変更し住所を移転されました。
　 新社名：（株）ジョーダン　新住所：湖南市菩提寺北四丁目4番6号

　会員は誰もが同友会の組織（総務会、理事会、支部・ブロック、委員会、
部など）の推薦をもって役員候補になることができますので、ここに公告い
たします。
1.役員（理事・監事・名誉役員）の推薦・選考基準
 推薦のあった候補者については、次の各項目を基準として役員選考委
員長が総合的に判断し決定します。役員選考委員長は、総務会が選任
して理事会で任命します。
　なお、役員候補者は候補となるにあたり下記選考基準に合致してい
ることを証する書類を選考委員長に提出することを了承するものとしま
す（ただし、営業上の秘密に関する書類は除く）。
（1）同友会理念を正しく理解する姿勢をもち、企業経営にいかそうとして

いる方。
（2）経営指針による経営、社員共育、共同求人等を積極的に実践しよう

とされている方。
（3）組織経営をめざしている企業の代表者または準じる方。
（4）会員増強に実績があり、今後も積極的に仲間を増やそうと努力して

いる方。
（5）概ね会歴３年以上で、正副支部長または正副委員長の現役または

経験がある方。
（6）同友会全般の会議・行事のいずれにも、組織の代表としての自覚を
もって全出席を心がける方。

（7）財務体質が健全で、労働環境の改善を積極的に取り組んでいる方。
2.役員候補の受付期間と場所
　2026年３月2日（月）9：00～9日（月）17：00まで
　受付場所　（一社）滋賀同友会事務局
　書面または電子的データによる提出をもって受付けます。　　   以上

2026年度役員候補者の推薦について

と　き　2026年2月5日（木）15時～17時30分　　　ところ　キラリエ草津
出席者　青栁・蔭山・池田・上田・小田柿・川邉・田中・寺田（俊）・中野・西田・松井・宮川（草）・宮川（絵）・安井・渡辺・
　　　　寺田（好）・奥村　　オブ）廣瀬・岩下・植西　　計20名（敬称略）

1．青栁代表理事より開会挨拶の後、蔭山副代表理事を議長に議
事を進行。以下（　）内は担当者名

2．報告事項：①1月活動指標の報告（奥村）　②役員候補者研修会
について（青栁）　③第3四半期決算ならびに2026年度予算
（案）について（奥村）　④第48期経営指針を創る会について
（川邉）　⑤第4回新会員オリエンテーションについて（安井）　⑥
第34回経営研究集会・新春例会の結果について(渡辺)

3．承認事項：①入会2名、退会1名を承認（奥村）現在会員数525名

4．討議・協議・審議事項：①役員選考基準ならびに立候補期間に
ついて審議決定（奥村）　②新入社員合同入社式について審議
決定（中野）　③次年度活動方針（次回審議）（奥村）　④今年度活
動振り返り（次回審議）（奥村）　⑤第48回定時総会チラシにつ
いて承認（安井）　⑥2026年度理事会日程（次回審議）（奥村）

5.2025年度第12回理事会
とき：3月2日（月） 15:00～17:30　ところ：キラリエ草津

6.蔭山副代表理事より閉会挨拶　　　　　　　　　　　　以上

　

三
月
二
十
日
は
春
分
の
日
で
す
。太
陽
が
真
東

か
ら
登
り
真
西
に
沈
み
、昼
と
夜
の
時
間
が
同
じ

と
い
う
日
で
す
。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」と
言

わ
れ
ま
す
。春
彼
岸
は
、春
分
の
日
を
中
日
と
し
、

前
後
そ
れ
ぞ
れ
三
日
を
入
れ
た
合
計
七
日
間
の
こ

と
で
す
。今
年
の
場
合
は
三
月
十
七
日
が
彼
岸
入

り
、二
十
三
日
が
彼
岸
明
け
と
な
り
ま
す
。早
今

年
は
思
い
の
外
大
雪
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、

ま
だ
油
断
は
禁
物
？
関
東
で
は
空
気
が
乾
燥
し

雨
不
足
も
手
伝
っ
て
山
火
事
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。思
わ
ぬ
災
害
に
心
痛
み
ま
す
▼
過
日
、東
京
で

開
か
れ
た
中
同
協
の
第
二
回
経
営
労
働
委
員
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。同
じ
討
論
グ
ル
ー
プ
で
、

徳
島
同
友
会
会
長
の
山
城
真
一さ
ん（
株
式
会
社

サ
ン
フ
ォ
ー
ト
：
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
：
代
表
取
締
役
）が
同
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
円
安
で
原
材
料（
輸
入
）が
高
騰
し
て
、利
益
が

三
千
か
ら
四
千
万
吹
っ
飛
ん
だ
」そ
れ
で
も「
こ
ん

な
状
況
で
も『
労
使
見
解
』の
実
践
で
乗
り
越
え

ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し
た
い
」と
息
巻
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。改
め
て
気
持
ち
を
入
れ
直
そ
う
と
思
い

ま
し
た
。▼
四
月
か
ら
第
48
期
経
営
指
針
を
創
る

会
が
約
八
ヶ
月
間
に
わ
た
って
開
講
さ
れ
ま
す
。先

日（
二
月
理
事
会
現
在
）の
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、

ま
だ
受
講
者
さ
ん
が
定
員
に
満
た
し
て
い
な
い
よ

う
で
す
。経
営
指
針
を
創
る
会
受
講
は
、労
使
見

解
の
学
び
を
は
じ
め
と
し
て「
い
か
な
る
環
境
の
変

化
に
対
し
て
も
全
社
一
丸
と
な
っ
て
経
営
を
維
持

発
展
さ
せ
る
」こ
と
の
で
き
る
エッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。未
受
講
の
方
は
ぜ
ひ
受
講
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。受
講
済
み
の
方
も
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
と
し
て
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。〈
乃
木
口
〉

2025年度
スローガン

世代を超えて学び合い、
連帯を深めて、人と地域を育む企業づくりを！

協賛広告募集！ このサイズで 年12回掲載し 60,000円！
□滋賀同友会では、会員が持つ経営資源の交流と
同友会運動の自主財源確保を図ることを目的に、
広報「同友しが」へ協賛広告を掲載しています。

□広告掲載を希望される方は、右記をご確認の上、
同友会事務局までお申込をお願いします。

【発行部数】900部／月　8頁／部
【配 布 先】会員企業（約500社）・関係団体（県・市町、大学他）
【掲載期間】2026年4月～2027年3月まで12ヶ月
【募集枠数】6枠（原稿は各自で作成願います）
【掲 載 費】年12回で60,000円（会費ご請求の際に、一括でお納めいただきます）

※お問合せ先　事務局：電話 077（561）5333　担当：植西   E-mail  jimu@shiga.doyu.jp

2025年度第11回理事会決定

彦根市に居住し、野洲市の機械設計会社を引継ぎ16年になります。
設立42年目を迎えるにあたり、自身と会社の更なる成長を目指し、同友会で、
経営指針の成文化に挑戦し、100人態勢を達成したいと思います。

加藤 直己
（株）オグラエンジニアリング　代表取締役
〒520-2351  滋賀県野洲市冨波甲1161-8
TEL 077-587-0700
事業内容：機械設計業
紹 介 者：村元 直樹　　所属：北近江支部

第11回理事会にて承認されました。（敬称略）新会員ご紹介
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70
年
以
上
の
歴
史
を
歩
む

自
動
車
販
売
・
整
備
工
場

創
業
か
ら
の
歩
み
と
は
。

萩
野　

1
9
5
3
年
、広
島
で
潜

水
艦
の
機
関
士
を
し
て
い
た
祖
父
が
、

草
津
市
草
津
町
に
て
自
動
車
整
備

工
場「
淡
海
自
動
車
工
業
株
式
会

社
」を
創
業
し
ま
し
た
。事
業
拡
大

に
伴
い
、同
市
三
丁
目
に
新
工
場
を

建
設
し
、運
輸
大
臣
認
定
優
良
自

動
車
整
備
事
業
者
お
よ
び
民
間
車

検
工
場
の
認
定
を
取
得
。普
通
自
動

車
に
加
え
、大
型
特
殊
自
動
車
や
小

型
自
動
車
、軽
自
動
車
ま
で
幅
広
く

取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
9
7
3
年
に
は
現
在
の
栗
東

市
手
原
に
新
社
屋
を
建
設
し
、本
社

お
よ
び
工
場
を
移
転
し
ま
し
た
。こ

の
工
場
は
、幼
い
頃
か
ら
私
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
で
、祖
父
に
連
れ
ら
れ

て
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
か
ら
大
学
ま
で
ア
メ
リ

カ
で
学
び
、帰
国
後
は
京
都
と
滋
賀

で
中
学
校
の
教
員
と
し
て
15
年
間
勤

務
し
ま
し
た
。長
く
病
気
を
患
っ
て

い
た
父
の
姿
を
見
つ
め
る
中
で
、祖
父

と
父
の
想
い
を
引
き
継
ぐ
の
は
自
分

し
か
い
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

3
年
前
に
当
社
へ
入
社
。2
0
2
5

年
4
月
に
事
業
を
継
承
し
ま
し
た
。

法
人
・
個
人
を
支
え
る

総
合
カ
ー
サ
ポ
ー
ト

広
が
る
リ
ー
ス
事
業

現
在
の
事
業
内
容
と
は
。

萩
野　

現
在
は
、普
通
車
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
ま
で
の
新
車・中
古
車
販
売
に

加
え
、自
動
車
保
険
を
取
り
扱
う

保
険
代
理
店
業
務
も
行
い
、ご
購
入

か
ら
保
険
、車
検・点
検
整
備
、板
金

修
理
ま
で
を
一つ
の
窓
口
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

自
動
車
整
備
業
と
し
て
、企
業・一
般

の
お
客
さ
ま
に
長
年
ご
愛
顧
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
20
社
以
上
の
リ
ー
ス

会
社
と
協
力
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
き
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス

リ
ー
ス
の
管
理
受
託
台
数
は

1
，3
0
0
台
を
超
え
て
い
ま

す
。リ
ー
ス
事
業
を
縮
小
す
る
同
業

者
が
増
え
る
中
で
も
、リ
ー
ス
会
社

か
ら
の
信
頼
を
背
景
に
、法
人
の
お

客
さ
ま
の
強
い
味
方
と
し
て
選
ば
れ

続
け
て
い
ま
す
。

外
国
人
材
・
女
性
が
定
着

制
度
改
革
で
働
き
や
す
さ
両
立

社
内
の
様
子
と
は
。

萩
野　

社
員
は
25
名
で
、平
均
年
齢

は
業
界
の
中
で
も
若
く
、女
性
社
員

も
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。近
年
は

整
備
部
門
に
お
い
て
、バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュや
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実
習
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、会
社
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
戦
力
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。2
0
2
6
年
に
も

新
た
に
2
名
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　

業
務
中
は
日
本
語
の
使
用
を
推

奨
し
、日
本
語
教
室
へ
の
通
学
も
支

援
し
て
い
る
た
め
、現
在
在
籍
す
る

外
国
人
社
員
は
、ほ
ぼ
日
本
語
で
意

思
疎
通
が
で
き
て
い
ま
す
。整
備
士

試
験
や
特
定
技
能
への
移
行
を
支
援

し
、長
期
的
な
成
長
を
見
据
え
て
意

欲
的
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。私
が
代
表
を
引

き
継
い
で
か
ら
は
、就
業
規
則
を
含

む
社
内
規
定
の
見
直
し
を
進
め
て

き
ま
し
た
。変
形
労
働
時
間
制
の
導

入
に
加
え
、業
務
の
D
X
化
や
数
値

化
を
進
め
る
こ
と
で
、生
産
性
の
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、4

年
前
と
比
べ
て
残
業
時
間
は
約
60
％

削
減
さ
れ
、D
X
化
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
と
、チ
ー
ム
全
体
で
の
工
夫

と
協
力
を
重
ね
て
き
た
成
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。1
時
間・30
分
単
位
で

の
休
暇
取
得
や
早
退・遅
刻
に
も
柔

軟
に
対
応
し
、特
に
子
育
て
世
代
の

女
性
社
員
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。ま

た
、年
3
回
の
１
on
１
面
談
を
通
じ

て
社
員
の
声
を
く
み
取
り
、研
修
で

得
た
学
び
を
全
体
会
議
や
朝
礼
で

共
有
す
る
な
ど
、日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つい
て
も
社
員

の
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
を
し
っ
か
り

と
評
価
す
る
た
め
の
見
直
し
を
行
い
、

毎
年
の
昇
給
と
年
2
回
の
賞
与
に

加
え
、業
績
に
応
じ
た
決
算
賞
与
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

事
業
と
人
を
育
て

１
０
０
周
年
へ

今
後
の
目
標
と
は
。

萩
野　

地
域
で一番
頼
ら
れ
る
会
社

で
あ
り
続
け
る
こ
と
、そ
し
て
創
業

1
0
0
年
を
迎
え
る
企
業
へ
と
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
、今
の
私
の
目
標
で

す
。現
在
39
歳
の
私
は
、1
0
0
周

年
を
迎
え
る
頃
に
は
70
歳
前
に
な

り
ま
す
。65
歳
で
他
界
し
た
父
の
想

い
も
胸
に
、地
域
に
必
要
と
さ
れ
続

け
る
企
業
と
し
て
歩
み
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
、私
た
ち
の
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型

車
両
整
備
事
業
を
さ
ら
に
強
化
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
事
業
を
広
げ

る
こ
と
で
、地
域
の
仕
事
を
足
元
か

ら
支
え
て
い
き
ま
す
。規
模
や
利
益

だ
け
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て「
困
っ
た

と
き
に
ま
ず
思
い
出
し
て
も
ら
い
、

安
心
し
て
任
せ
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
存
在
」で
あ
り
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。社
員
一人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、若
い
世
代
が
働
き
た
い
と
思
え
、

社
員
が
誇
り
を
持
て
る
会
社
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
切
に
す
べ
き
も
の
を
守
り
な
が

ら
、急
が
ず
着
実
に
歩
み
を
進
め
、

嘘
を
つ
か
ず
、ご
ま
か
さ
な
い
誠
実

な
仕
事
を
通
じ
て
、こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
安
心
と
信
頼
を
、こ
れ
か
ら

も
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

■同友会に入会した
　きっかけ
株式会社カワカツの川勝

健太さん（大津支部）からお声がけい
ただき、合同例会へオブザーバー参加
をしたことがきっかけです。

■同友会に期待すること
時代に合わせてより良い形で継続され
ていくことを期待しています。私自身も
貢献していきたいと思っています。

同友会に
ついて

株式会社 淡海
vol.176

戦後復興の途上で、自動車産業が社会イン
フラとしての役割を担い始めた時代に創業。
73期目を迎える地域密着型の自動車販売・
整備業「株式会社淡海」４代目代表取締役
社長の萩野憲太朗さん（滋賀県中小企業家
同友会湖南支部）を取材しました。
〔取材／有限会社ウエスト2025年12月23日〕

栗東市手原8丁目1番2号
TEL：077-553-1665
FAX：077-553-0734

外国人社員たち
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■
出
来
る
こ
と
を

　
徹
底
的
に
追
及
す
る

　

山
本
さ
ん
は
、１
９
８
３
年
高
島

市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。高
校
卒
業
後

に「
英
語
で
は
差
別
化
に
な
ら
な
い
」

と
、イ
タ
リ
ア
へ
3
年
間
留
学
し
ま

す
。帰
国
後
は
海
外
経
験
を
武
器

に
大
手
英
会
話
学
校
へ
就
職
す
る

も「
英
語
ダ
メ
」「
挨
拶
ダ
メ
」「
パ
ソ

コ
ン
ダ
メ
」だ
っ
た
山
本
さ
ん
は
、半

年
間「
使
え
な
い
ヤ
ツ
」扱
い
さ
れ
ま

し
た
。「
悔
し
い
。ど
う
す
れ
ば
評
価

さ
れ
る
か
」と
考
え
抜
き
、新
規
入

会
の
促
進
に
集
中
。問
い
合
わ
せ
の

　

第
34
回
滋
賀
県
経
営
研
究
集
会・２
０
２
６

年
新
春
例
会
が
、1
月
29
日（
木
）15
時
か
ら
20

時
ま
で
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
総
勢
１
９

４
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。永
井
茂
一

大
会
委
員
長（
代
表
理
事
）は「
私
た
ち
に
は
物

価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
を
ど
う
実
現
す
る
か

と
い
う
社
会
的
な
課
題
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

価
値
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
し
て
地
域

に
仕
事
を
創
る
こ
と
は
、暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で

す
。そ
の
使
命
を
果
た
せ
る
企
業
と
な
る
た
め

に
、今
年
も
同
友
会
で
学
び
合
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
」と
開
会
挨
拶
。続
い
て
滋
賀
県
知
事
代

理
の
岡
田
暁
人
県
商
工
観
光
労
働
部
長
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、「
わ
が
ま
ま
社
長
の
思
考

法
〜
最
速
で
約
４
０
０
店
舗
を
達
成
し
た
秘
訣

〜
」を
テ
ー
マ
に
山
本
昌
弘
さ
ん（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
代
表
取
締

役
社
長
、滋
賀
同
友
会
高
島
支
部
長
）を
報
告

者
に
、北
川
渉
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｃ
理
事

長
）を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
し
た
対
談
形
式
の

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
討
論
は

「
自
身
or
自
社
の
強
み
は
な
ん
で
す
か
？
そ
れ

を
活
か
し
て
と
れ
る
経
営
戦
略
は
？
」を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
、最
後
に
、座
長
の
奥
田
在
弘
さ
ん

（
湖
南
精
工
㈱
部
長
、大
津
支
部
／
青
年
部
）よ

り
学
び
の
ま
と
め
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。賀

詞
交
換
会
に
も
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
大
盛
況
で
、新
年
に
相
応
し
く
勢
い
を
感
じ

る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ー
ル
や
電
話
を
一番
に
チ
ェッ
ク
し
、

お
客
様
の
問
い
や
疑
問
に
応
え
る
技

術
を
徹
底
的
に
磨
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、営
業
エ
リ
ア
で
ト
ッ
プ
の
成
績

を
上
げ
、何
と
22
歳
で
校
舎
長
に
。

み
ご
と「
使
え
な
い
ヤ
ツ
」返
上
で
す
。

「
で
き
る
こ
と
を
徹
底
的
に
追
及
」

す
る
こ
と
の
力
を
、実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

■
リ
ス
ク
が
な
い
か
ら
選
ば
れ
る

　

26
歳
で
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
な
り
現
場

を
離
れ
た
山
本
さ
ん
は「
も
う
少
し

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」と
考
え
、ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・チ
ェ
ー
ン
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
へ
転
職
。直
営

店
の
立
上
げ
か
ら
清
掃
の
現

場
、営
業
、集
客
、リ
ピ
ー
タ
ー

づ
く
り
ま
で
す
べ
て
を
経
験
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｆ
Ｃ
）業
界
で
10
年
の
経
験

を
経
て
、Ｆ
Ｃ
本
部
を
支
援
す

る
営
業
代
行（
加
盟
店
を
増

や
す
）の
コ
ン
サ
ル
と
し
て
起

業
し
ま
し
た
。Ｆ
Ｃ
本
部
は

ノ
ー
リ
ス
ク
で
、加
盟
一
社
に
つ

き
幾
ら
と
い
う
成
果
報
酬
形

式
が
功
を
奏
し
て一気
に
売
上

を
伸
ば
し
ま
す
。

■
老
舗
店
が
や
ら
な
い

　
メ
デ
ィ
ア
対
応
で
注
目
を

　

そ
の
後「
Ｆ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
人
間
が
実
際
に
や
っ
て

み
れ
ば
面
白
い
」と
考
え
、う
な
ぎ
の

成
瀬
を
始
め
ま
す
。オ
ー
プ
ン
す
る

前
か
ら「
売
り
上
げ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公

開
し
ま
す
」と
リ
リ
ー
ス
。Ｆ
Ｃ
で
売

上
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
は
め
ず

ら
し
く
、注
目
を
あ
つ
め
ま
す
。加

盟
店
は
募
集
せ
ず（
広
告
を
出
さ
な

い
）、「
入
れ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
人

を
集
め
ま
し
た
。創
業
し
て
初
め
て

の
夏
に
は
、老
舗
鰻
店
が
多
忙
で
嫌

が
る
土
用
の
丑
の
日
の
取
材
を
す
べ

て
受
入
れ
ま
し
た
。こ
の
メ
デ
ィ
ア
対

応
で
注
目
さ
れ
、広
告
費
ゼ
ロ
で
集

客
が
激
増
。ま
た
、飲
食
の
専
門
家

が「
成
瀬
の
課
題
は
○
○
だ
ろ
う
」

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
れ
ば
、そ
の
解

決
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

■
急
成
長
か
ら

　
自
力
あ
る
店
づ
く
り
へ

　

限
ら
れ
た
市
場
で
面
を
取
り
切

る
戦
略
で
、１
０
０
店

舗
超
え
れ
ば
日
本
一
、

即
ち
世
界
一
と
目
標

を
定
め
ま
し
た
。毎
週

土
曜
日
に
新
店
舗

オ
ー
プ
ン
の
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
行
い
、大
手

の
参
入
を
許
さ
ず
1

年
と
少
し
で
達
成
。そ

の
後
も
①
コ
ス
パ
の
良

い
鰻
を
提
供
す
る⇒

②
出
店
ラ
ッ
シ
ュ⇒

③

自
分
が
メ
デ
ィ
ア
に
出

る
こ
と
で
話
題
を
つ
く

る
と
い
う
流
れ
で
、マッ

ク
ス
４
０
０
店
舗
に
ま

で
急
成
長
。し
か
し

「
こ
れ
か
ら
は
地
域
に
根
差
す
飲
食

店
と
し
て
、オ
ー
ナ
ー
の
地
力
が
問

わ
れ
る
」時
期
だ
と
、出
店
に
ブ
レ
ー

キ
を
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
経
営
は
人

　

メ
デ
ィ
ア
や
加
盟
店
か
ら「
成
瀬

＝
山
本
昌
弘
」と
見
ら
れ
て
い
る
組

織
を
、創
業
時
の
よ
う
に
社
員
一
人

ひ
と
り
が
成
長
す
る
ス
タ
イ
ル
に
戻

す
。オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、

特
徴
の
あ
る
人
材
を
パ
ズ
ル
の
よ
う

に
組
み
合
わ
せ
、得
意
な
分
野
で
価

値
を
見
出
せ
る
組
織
を
作
って
行
き

た
い
と
も
。

　

最
後
に「
こ

う
い
う
店
が

勝
ち
や
す
い
こ

と
は
見
え
て
い

ま
す
。
情
報

発
信
の
仕
方

も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。で
も
、

経
営
で
大
切

な
の
は
人
で
す
。

Ａ
Ｉ
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、逃

げ
ず
に
人
と

向
き
合
っ
て
ゆ

き
た
い
」と
締

め
括
り
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　

座
長
の
奥
田
さ
ん
か
ら
は
、中
小

企
業
の
経
営
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
3

つ
の
点
と
し
て
、①
行
動
の
量
が
質

を
つ
く
る　
②
決
め
た
ら
す
ぐ
や
る・

上
手
く
い
く
ま
で
や
る
と
い
う
意
思

決
定
の
速
さ　
③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
よ
り
も

人
。ヴ
ィ
ジ
ョン
を
打
ち
立
て
社
長
と

一
緒
に
や
り
た
い
、楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
行
き
た
い
と
い
う
人
が
集
ま

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

ご来賓の皆さま
名  前 団体名 役職

岡田  暁人 滋賀県商工観光労働部 部長
住羽地 正浩 滋賀県商工観光労働部 中小企業支援課 課長
山中  洋平 滋賀県中小企業団体中央会 指導課長
武市  　淳 滋賀職業能力開発短期大学校 能力開発部長
青山  吉伸 聖泉大学 教務部長
井脇  友也 龍谷大学 龍谷エクステンションセンター 
相澤 三千代 日本労働組合総連合会 滋賀県連合会 事務局長
角  　哲郎 滋賀県労働組合総連合 副議長

（敬称略・順不同）

祝電をありがとうございます
名  前 団体名 役職

橋川  　渉 草津市 市長
久保田 真也 滋賀銀行 頭取

（敬称略・順不同）

第34回滋賀県経営研究集会・2026年新春例会

ヴィジョンを打ち出し人が成長する企業へ
～第34回滋賀県経営研究集会・2026年新春例会に194名が集う！
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①
同
友
会
の
理
念
と
歴
史
に
つ
い
て

　

蔭
山
大
輔
副
代
表
理
事（
滋
賀
建
機

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）よ
り
、1
9
3
0

年
代
の
戦
時
か
ら
日
本
中
小
企
業
家
同

友
会
が
創
立
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
と
同

友
会
理
念
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つい
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。歴
史
的
な
教
訓

を
も
と
に
創
り
上
げ
ら
れ
た
同
友
会
理

念
で
、今
日
の
私
た
ち
の
同
友
会
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は「
同
友
会
運
動
の

そ
の
先
に
は
ど
の
よ
う
な
地
域
社
会
が

あ
り
ま
す
か
？
」と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論

が
行
わ
れ
、人
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
地
域
課
題
と
自
社
経
営
の
在
り
方

に
つ
い
て
、活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

②
共
育・求
人
委
員
会
の
活
動
に

　
つ
い
て

　

共
育
・
求
人
委
員
会
委
員
長
の

中
野
裕
介
さ
ん（
㈱
ジ
ョ
ー
ニ
シ

代
表
取
締
役
社
長
）よ
り
、会
社
紹

介
や
委
員
会
の
活
動
事
例
、共
育

ち
に
つい
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
を
生
か
す
」こ
と
に
つ
い
て

中
野
さ
ん
は
、社
員
と
人
生
に
つ
い

て
共
に
考
え
、人
生
を
価
値
あ
る

も
の
へ
す
る
こ
と
、個
性
を
輝
か
せ

る
こ
と
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。ま

た
共
育・求
人
委
員
会
と
し
て
の
役

割
は
、経
営
指
針
の
実
現
に
向
け
て

経
営
者
と
社
員
が
共
に
学
ぶ
こ
と
、そ
し

て
地
元
企
業
の
良
さ
を
若
者
に
広
め
る

こ
と
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。最
後
に

共
育
ち
に
つ
い
て「
社
員
は
育
て
る
も
の

で
は
な
く
、よ
い
労
働
環
境
と
仕
組
み
の

下
で
自
ら
育
つ
も
の
」だ
と
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
は「
共
育
ち
を
自
社
で

進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、「
社
員
が
自
主
的
に

同
友
会
の
例
会
に
参
加
し
た
い
と
思
って

ほ
し
い
し
、実
際
に
参
加
し
た
方
が
自
社

の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
う
」「
現
在
は
雇
用
を
す

る
の
が
難
し
い
が
、今
後
は
雇
用
を
し
て

組
織
経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
」等
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

③
自
社
経
営
と
同
友
会
運
動
は

　
不
離
一
体

　

女
性
部
長
の
宮
川
絵
理
子
さ
ん

（
宮
川
バ
ネ
工
業
㈱
専
務
取
締
役
）よ
り
、

事
業
承
継
を
決
意
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

や
同
友
会
運
動
を
通
じ
た
学
び
の
実
践

に
つい
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
友
会
運
動
は
再
現
性
が
あ
る
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、宮
川
さ
ん
は
同
友
会
で
の

学
び
を
そ
の
ま
ま
自
社
経
営
で
素
直
に

実
践
さ
れ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、全
社
員

面
談
や
社
員
満
足
ア
ン
ケ
ー
ト
、全
社
勉

強
会
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、

社
員
と一か
ら
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、同
友
会
は

経
営
の
理
想
的
な
経
営
の「
あ
り
方
」を

常
に
問
わ
れ
続
け
る
場
所
で
あ
り
、「
今

後
も
学
び
と
実
践
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
」と
決
意
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
同
友
会
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
に
自
己
成
長
す
る
？
」を

テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
例

会
に
参
加
す
る
だ
け
で
満
足
せ
ず
学
び

を
実
践
し
て
自
己
成
長
し
た
い
」「
役
職

に
就
い
て
組
織
内
部
で
の
立
場
を
変
え

な
が
ら
自
己
成
長
し
て
い
き
た
い
」等
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
役
員
か
ら
は「
同
友
会

理
念
と
歴
史
に
つい
て
学
べ
た
」「
教
育
で

は
社
員
は
育
た
な
い
し
、自
社
と
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
採
用
に
つ
な
が

る
と
気
付
い
た
」「
同
友
会
運
動
に
対
す

る
愚
直
な
取
り
組
み
が
も
た
ら
す
成
果

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、理
念
と
自
社
経
営
を

不
離
一
体
と
し
て
考
え
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、職
業
体
験・職
業
訓

練
と
し
て
数
日
か
ら
数
か
月
受
け
入
れ

可
能
な
制
度
や
、有
期
雇
用
契
約
に
よ

る
試
行
雇
用
へ
の
補
助
制
度
な
ど
、県
内

企
業
を
支
え
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。助
成
金
や
雇
用
事
例
の
共
有
、

役
務
案
件
の
提
供
な
ど
、相
談
窓
口
が

充
実
し
て
い
る
点
も
印
象
的
で
し
た
。

　

講
演
で
は
㈱
木
元
産
業　
代
表
取
締

役・木
元
博
信
氏
よ
り「
障
害
者
雇
用
の

事
例
紹
介
」と
題
し
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。同
社
は
受
託
製
造・受
託
加
工
、

物
流
サ
ー
ビ
ス
業
を
展
開
し
て
お
り
、特

別
支
援
学
校
か
ら
の
依
頼
を
き
っ
か
け

に
障
が
い
者
雇
用
を
開
始
さ
れ
ま
し

た
。当
初
は
倉
庫
内
の
安
全
性
や
、障
が

い
者
雇
用
に
関
す
る
知
識
の
不
十
分
さ

に
課
題
が
あ
っ
た
も
の
の
、勉
強
会
や
職

場
体
験
実
習
を
重
ね
、会
社
全
体
で
理

解
を
深
め
て
い
か
れ
ま
し
た
。耳
の
聞
こ

え
な
い
方
を
雇
用
し
た
こ
と
で
木
元
氏

は
、社
内
の
安
全
配
慮
の
意
識
が
高
ま

り
職
場
全
体
が
成
長
し
た
こ
と
を
実
感

さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、同
じ
境
遇
の
方

へ
指
導
で
き
る
人
材
育
成
や
、仕
事
が
途

切
れ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
と
、熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
26
日（
月
）17
時
か
ら
21
時
ま
で

立
命
館
大
学
び
わ
こ
ク
サ
ツ
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、立
命
館
大
学
経
済
学
部
と
同
友

会
に
よ
る
産
学
連
携
例
会「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
例
会
は
経
営
者
と
学
生
が
交
流
し

な
が
ら
新
し
い
発
想
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
創
造
し
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
す
こ
と

で
産
学
連
携
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日

は
会
員・ゲ
ス
ト・学
生
合
わ
せ
77
名
が

参
加
し
、11
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

制
限
時
間
60
分
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
構
築
と
ス
ラ
イ
ド
作
成
が
行
わ

れ
、議
論
の
場
で
は
、「
否
定
禁
止
」「
正

解
な
し
」と
い
う
ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
、

学
生
の
自
由
な
発
想
と
経
営
者
の
実
務

的
な
視
点
が
融
合
し
た
活
発
な
意
見
交

換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
特
に「
世
の
中
に
な
い
新
し

い
発
想
」が
重
視
さ
れ
、最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
の
は「
カ
ン
パ
ニ
ー
ラ
ブ
」。 

職
場

で
の
人
間
関
係
や
雰
囲
気
を
重
視
す
る

女
性
に
特
化
し
た
マッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の

提
案
で
し
た
。性
格
診
断（
M
B
T
I
）

や
独
自
の
リ
ア
ル
な
評
価
シ
ス
テ
ム
で
、

明
快
な
収
益
構
造
が「
新
し
く
面
白
い
」

と
高
く
評
価
さ
れ
、最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
パ
ー
フェク

ト
グ
ラ
ス
」（
A
R
グ
ラ
ス
を
用
い
て
製
造

現
場
の
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
可
視
化

し
、業
務
を
効
率
化
す
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）、「
ギ
プ
ス
革
命
」（
ペッ

ト
ボ
ト
ル
素
材
を
活
用
し
、通
気
性
や
デ

ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
安
価
な
ギ
プ
ス
を

開
発
す
る
ア
イ
デ
ア
）な
ど
の
発
表
も
あ

り
ま
し
た
。参
加
し
た
経
営
者
か
ら
は

「
学
生
の
視
点
に
圧
倒
さ
れ
、自
分
た
ち

が一番
の
学
び
に
な
っ
た
」と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、学
生
に
と
っ
て
も
社
会
実
装
を
見

据
え
た
実
践
的
な
政
策
提
言
の
場
と
な

り
ま
し
た
。　　
　
（
記
：
疋
田 

大
樹
）

　

1
月
16
日（
金
）14
時
か
ら
17
時
ま
で

キ
ラ
リ
エ
草
津
に
て
「
令
和
7
年
度　
障

害
者
就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業　
障
害
者

雇
用
に
つ
い
て
考
え
る
意
見
交
換
会
」が

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
委
員
会
も
協
力
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
か
ら
は
滋
賀
県
労
働
雇
用
政
策

課
の
中
村
友
紀
氏
よ
り
、滋
賀
県
の
障

が
い
者
雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。滋
賀
県
に
お
け
る
民
間
企

業
の
実
雇
用
率
は
2
0
2
5
年
7
月
時

点
で
約
2・67
％
と
全
国
平
均
を
上
回

り
、全
国
ト
ッ
プ
10
に
入
る
水
準
と
な
っ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
委
員
会 

１
月
例
会

障
が
い
者
雇
用
が
職
場
を
強
く
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
り
で
産
学
連
携
！

青
年
部 

２
月
例
会

２
０
２
６
年
度

第
１
回
次
年
度
役
員
研
修
会

同
友
会
の
歴
史
と
理
念
を
経
営
に
い
か
す
！

同
友
会
の
歴
史
と
理
念
を
経
営
に
い
か
す
！

日
時
：
1
月
17
日（
土
）10
時
〜
17
時
20
分
　
会
場
：
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
　
参
加
者
：
20
人

　

第
1
回
目
の
次
年
度
役
員
研
修
会
で
は
①
同
友
会
の
理
念
と
歴
史　
②
共
育・

求
人
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て　
③
自
社
経
営
と
同
友
会
は
不
離
一
体
を
テ
ー
マ
に
、

報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

https://shiga.doyu.jp/youth/youth_report/id_13066

